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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２８年３月２４日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２７年７月１８日 １１時４０分ごろ 

発生場所 静岡県沼津市静浦港 

 静浦港多比船越突堤灯台から真方位２７２°４６０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°０２.９′ 東経１３８°５３.５′） 

事故の概要  プレジャーボートBANDEL
バ ン デ ル

は、係留中、火災が発生した。 

事故調査の経過 平成２７年７月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート BANDEL、１９トン  

２４０－６２６８６静岡、清水リース＆カード株式会社 

１４.６５ｍ（Lr）×４.５５ｍ×２.５７ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関２基、１,０５２.００kＷ（合計）、平成２２年６月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４９歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日  平成９年４月８日 

免許証交付日 平成２４年２月２０日 

         （平成２９年４月７日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 全損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 本船は、船長ほか１人が乗り組み、知人６人（以下「同乗者」とい

う。）を乗せ、静岡県沼津市所在のマリーナ（以下「本件マリーナ」

という。）で係留中、船長及び乗組員が出航準備作業を行っていた。 

船長及び乗組員は、主機を始動して運転状況を確認した後、船尾デ

ッキの床下に配置された機関室で清水ポンプの調整をしていたとこ

ろ、平成２７年７月１８日１１時４０分ごろ、船室で同乗者が声をあ

げたので機関室出入口から船首方向を見て船室の奥から白煙が出てい

るのを認めた。 

船長は、同乗者を陸上に避難させ、機関室の配線用遮断器が作動し

ていないことを確認した後、運転していたエアコンを含めて全ての電
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源を切り、船室から噴き出している煙が白色から灰色に変わるのを認

めた。 

船長は、煙がエアコンのダクトから噴き出していたのでその吸込み

口付近のパネルをはぐったが、出火場所が見付けられなかったので自

力での消火活動を断念し、１１時４９分に海上保安庁と本件マリーナ

に通報した。 

本船は、１２時００分ごろ地元消防署により消火活動が開始されて

１６時１５分ごろ鎮火した。 

（写真１、写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 焼損状況       写真２ 焼損状況 

    （右舷船尾方から撮影）    （右舷船首方から撮影） 

 その他の事項 本船は、新造から約５年経過し、２年前から本件マリーナに係留さ

れており、年間使用日数が約３０日、主機の運転時間が年間約３０時

間であった。 

船長は、本事故当時、電気配線の被覆材が燃焼時に発生する臭いを

感じた。 

船長は、外板と船室壁との間に設置された電気配線等から出火した

可能性が高いと思ったが、出火場所がわからない状態で消火剤を噴射

しても消火をすることができないと思い、装備されていた粉末消火器

を使用しなかった。 

本船は、本事故当時、交流１００Ｖの陸上電源が供給されており、

交流１００Ｖの電源系統がエアコン及び冷蔵庫等に使用され、コンバ

ータ（交流を直流に変換する機器）を介して変換された直流２４Ｖ及

び１２Ｖの電源系統が主機の始動及び制御系統、航海計器、無線、清

水ポンプ等に供給されていた。 

本船は、電気配線が機関室から右舷側の内張り内部を通って操縦席

付近のスイッチパネルに集約されてから各所に分配されていた。 

本船は、操縦席付近右舷側の内張りの内部に増設された交流１１０

Ｖ、直流１２Ｖ及び２４Ｖ電源系統の配線に激しく燃焼したことによ

り発生したと思われる緑青
ろくしょう

が認められ、その付近からフライングブ

リッジ及び船尾方向に延焼した痕跡が認められた。 

（写真３、写真４参照） 
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分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

なし 

あり 

なし 

 本船は、本件マリーナで係留中、操縦席付近右舷側の内張りの内部

から出火したものと考えられる。 

 本船は、火災発生後も交流１１０Ｖ電源系統でエアコンが運転され

ていたことから、操縦席付近右舷側の内張りの内部に増設された直流

１２Ｖ及び２４Ｖ電源系統の電気配線から出火した可能性があると考

えられるが、その状況を明らかにすることはできなかった。 

原因 本事故は、本船が本件マリーナで係留中、操縦席付近右舷側の内張

りの内部から出火したことにより発生したものと考えられる。 

参考 

 

今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・定期的に電気系統の絶縁抵抗の計測を行うこと。 

 

写真３ 操縦席付近右舷側の内

張りの焼損状況 

写真４ 内張りの内部から取り

出された激しく焼損し

た配線 

操縦ハンドル 


